








バルな視点から、英語版及び日本語開発の必要性に至った（Tomizawa R Yamano M，Osako M，
Misawa T，Hirabayashi N，Oshima N，Sigeta M，Reeves S. The development and validation 
of an interprofessional scale to assess teamwork in mental health settings. J 




モデルを提唱した。’interprofessional”,”teamwork”, “theory”, “process”, “mental 
health”に関連するキーワードを組み合わせ、3つの検索サイトを用いて文献検索を行った。 
その結果 1236 論文から 12 論文を抽出し、モデルやフレームワークの質的検討により、精
神科における多職種チーム医療の質に関する概念モデルに至った(Tomizawa R, Shigeta M, 
Reeves S. Framework development for the assessment of interprofessional teamwork in 
mental health settings. J Interprof Care. 2017 Jan;31(1):43-50.)。 





報告した価値ある論文と考えられた(Tomizawa R, Yamano M, Osako M, Hirabayashi N, 
Oshima N, Sigeta M, Reeves S. Validation of a global scale to assess the quality of 
interprofessional teamwork in mental health settings. J Ment Health. 2016 Jul 27:1-8.)。 
 審査会の質疑においては、今回開発されたスケールの項目の中で、精神障害のための多職
種連携だからこそ必要となった項目についての議論、日本と米国でデータを収集し、確か
に日本は単一の文化圏と理解できるが、米国は地域社会そのものが多様な文化的差異を包
含していることに関わる議論、コンフリクト・マネージメントとリーダーシップにおいて
他の指標に比べて文化的な差異があったと指摘しているが、他の項目にも文化的差異はあ
ったのではないかと言う反論に関わる議論、スケールの実用性と今後の展開の方向性に関
する議論などがなされた。審査員と申請者との間で活発な議論が行われ、申請者は終始誠
実に応じた。 
以上より、本論文を博士（作業療法学）に相当すると判断した。 
